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本日のスケジュール

¸ あいさつ

¸ この本を書いた背景は？

¸ あなたは草食系？肉食系？
¸ 2010年新入社員の傾向
¸ ゲストトーク

¸ 質疑応答
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講演者プロフィール

若鍋 孝司 （わかなべ こうじ）

【略歴および職務内容】
– 東京農業大学農学部醸造学科卒
– ニチレイ入社。主に人事部門にて、採用及び全社研修の企画、人事制度改革などを担当
– 2001年 セルム入社
– 2002年 セルム関西支社を立上げ。関西大手優良企業10数社の人材育成体系の企画
支援、次世代経営幹部研修、海外現地法人マネージャー研修、全社キャリア研修体系構
築、企業DNA浸透プロジェクト等をプロデュース

– 2006年 ファーストキャリアを設立し、代表取締役社長に就任。現在の若手が育つ、若手を
育てるための各種ノウハウ・ナレッジを開発・集約し、企業や組織における本質的な人材育
成の実現を推進している

– また、若手の成長・育成に関わるコンサルタント・講師の育成、大手企業や団体への講演活
動なども手がける

【資格および著書】
– 「20代でファーストキャリアを築ける人、築けない人」（ファーストプレス 2008年）
– 「草食系男子×肉食系女子、どちらが育つか？」（ファーストプレス 2010年）
– 日本地ビール協会認定ビアジャッジ
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講演者プロフィール

生嶋 幸子 （いくしま さちこ）

【略歴および職務内容】
– 1987年自動車販売会社にて営業・教育トレーナーを担当。自動車業界でのその
活躍はマスコミにも取り上げられる。

– 1995年より人材派遣会社にて教育部門を立ち上げ、人材ビジネスのトータルプロ
デュースに携わる。

– 2002年吉本リーダーズカレッジ（現：リーダーズカレッジ）を卒業。現在も笑いのセン
スを探求中。

– 2003年独立、また2006年に株式会社コーチ・アイエヌジーを設立し、エグゼクティ
ブコーチングやリーダー研修、講演などを中心に活躍中。日経ウーマン（2004年10
月号）にビジネスコーチとして掲載。研修実績年間約120件

【資格および著書】
– 2004年～2006年まで日本コーチ協会大阪チャプター副代表

2010年7月から日本コーチ協会大阪チャプター副代表
– 米国ＮＬＰ協会認定ＮＬＰ™トレーナー資格（2005年）、国際コーチ連盟マスター
認定コーチ（2008年関西女性初）

– 「草食系男子×肉食系女子、どちらが育つか？」（ファーストプレス 2010年）
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会場アンケート

会場アンケート
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エピソード

この本を書いた背景
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アイスブレイク

あなたは肉食系？
草食系？それとも・・・



Copyright©2010 All rights reserved by
7

あなたは肉食系？草食系？それとも・・・？

１．格闘技の面白さが分かる。

２．ケーキバイキングなどのお茶会より“飲み会”の方が好き。

３．告白されても、とりあえず誰かに相談することはない。

４．携帯の占いサイトは気にならない、まめにチェックすることはない。

５．「お泊まり」をしたら必ず何かをする / 求めてしまう。

６．コンビニに並ぶ新商品はなるべくチェックしている。

７．仕事場であっても、お菓子を常備・キープしている。

８．親と連絡を取りあうことはあまりない（週に１回もない）。
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あなたは肉食系？草食系？それとも・・・？

９．勢いで買い物をする。無駄遣いをしがち。無駄なポイントカードの類を好まない。

１０．「自分に合わない」「興味がない」と思うことでも、求められたらやってみる。

１１．ことを荒立てても、摩擦を起こしても、重要なことは重要だ。濃い人間関係を
好む。

１２．「将来の目標や夢はあくまで身の丈に」、「エコ関連や世の中のためになること
をしたい」と思うのは、自分に合わない。

１３．家でまったり派というよりも、アウトドア派。

１４．友人、先輩など、身近な人をリスペクト（尊敬）するには時間がかかる。

１５．人に立ててもらった計画に乗っかるより、自分で旅行の計画を立てるほうがよ
い。
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あなたは肉食系？草食系？それとも・・・？

結果は？
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あなたは肉食系？草食系？それとも・・・？

¸ １１個以上
– 「肉食系かもしれませんね・・・」

¸ ０－４個：
– 「立派な草食系でございます・・・」

¸ ５-１０個
– 「雑食系ではないでしょうか・・・」
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草食系男子の特徴

¸ 【草食系男子】（そうしょくけい-だんし）
– 人と対立したり、自分が否定されたりすることを避け、平和に仲良く生きて
行きたい気持ちが強い。

– 自分から声をかけるのではなく、相手から声をかけてくれるのを待つ。

– 感情の起伏があまりなく、いつものんびりしている。

– 何かやりたいこと、成し遂げたいことがあったとしても口には出さず、我慢して
いるが、自分の身に危険が及ぶと必死に抵抗し、時には逃げ出す。

基本的にいいやつだが、覇気や爆発力に欠ける。
短期的には1つ1つじっくりやらせるしかないが、

長期的に上手に育てていけば、すごい力を発揮する（かも）



Copyright©2010 All rights reserved by
12

肉食系女子の特徴

¸ 【肉食系女子】（にくしょくけい-じょし）
– 自分がやりたいこと、楽しいこと、認められることをどんどん実現したい気持
ちが強く、自分から行動する。

– わからないことに対して積極的に自分から質問・確認し、時には相手を困
らせるが、あまり自己認識はない。

– 感情の起伏に富みく（喜怒哀楽を素直に表現する）、自分は意識してい
なくても、周囲の人に大きな影響を与える

– やりたいことを口にして、前にどんどん進んでいくタイプだが、飽きっぽさも同
居しがち

行動力があるので、非常に期待が高まる。
よくコミュニケーションをとって、前を向かせ、浮沈の激しい感情にも

付き合っていくことができれば、短期的にも長期的にも
すごい力を発揮する（かも）
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2010年度新人研修の傾向 ~ 今年の新人は

¸ 2010年度新入社員は、「ひとりでできること=自立」に対する関心度が高く、「その場」で求められ
る行動を読み取り・従おうとする傾向が強い。議論の場面では合意形成に重点を置き、“場の雰
囲気に従う”こと“落第しないように振る舞う”=“言われたことはやる / 守る / 動く”傾向が見られた

¸ 各企業ごとの指導・育成に対する思いを「読んで」すぐに実行することから、環境適応能力の高さ
も伺える

¸ 「プロフェッショナル」という言葉が響かなくなっている。テレビの中で使われる言葉の多くを「知ってい

ること」で終わらせており、憧れは持っても、自分が目指す目標として捉えていることは少ない

ポジティブ

Č 「その場」を重視する

Č 最低限のラインは維持
（維持して安心）

Č 素直・まじめ、従うことに
一生懸命

ネガティブ

Č 良くも悪くも「無難」が
居心地の良い場所

Č 価値 / 判断基準も
場重視の平和主義

Č プロフェッショナルより自立

扱いやすい新入社員たちだが、
言葉にしていないことを期待するのは酷
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ここ数年の新入社員の傾向

同じような傾向はあるものの、どこが強く出てくるかは変わってくる

年代 ポジティブ ネガティブ

2007年 総じて素直でまじめ

自分の成長への意欲は非常に高い

表面的にわかりやすいスキルは身に
つけている

依存心が強く受身

周囲からの評価を異常に気にする

自分のことをわかってくれない人は
ひどい人

2008年 素直・まじめで、何事にも一生懸命
取り組む

思ったこと・感じたことを相手に伝える
オープンネス

仲間意識が強く、求められる役割を
こなす

大人しい、無表情・無反応

積極的に行動しない、働きかけない

見られている意識が乏しい

書く能力が著しく低下している

2009年 素直・まじめで、やり方がわかると
スピーディに質の高いアウトプット

いいやつで扱いやすい

相手の感情に敏感に反応する

答えを欲しがる、答えがわからないと
不安になる

自分で考える、見つけ出すことの
意味・行動がわからない

関心のないことには本当に関心がない
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新人研修の傾向

¸ 研修のテーマ設定に大きな変化はなかったものの、受講生に「考える」ことを求める企業が増えた。
「受身」「ゆとり世代」という特徴を持つ新入社員への対策として、「自分から生み出すこと」がねら
いとされていた

¸ 受講生に合わせて、易しく / 丁寧に実施するという「全員が理解できる研修」であることを重視す
る企業が増えた。全体のレベルを上げるために、内定期間からの（半強制的な）学習を課す企業
も増えていた

¸ 「できない人を作らないことに主眼を置いた研修」が比較的多く、新入社員とのニーズはマッチして
いた。しかし、本来求めたいレベルにまで至っていない分、フォローアップについて再考をし始める企
業が多い

全体的な傾向

Č 研修の縮小化
（採用の精鋭化、研修テーマの
集中と選択）

Č 考えて、アウトプットさせる

Č “受講生のレベルに
合わせた”研修

効果的だった研修

Č 新入社員にとって「難しい」と感じるレベル
設定の研修

Č 学習するテーマが明確であり、現場での
実践が目的として組み込まれていた研修

Č あらゆる面で「考える」を意識して、自発的
な学びを深めさせる仕掛けが組み込まれた
研修




